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■    ぶ っく 。えん ど    ■

ある日、図書室で

家から5分という近さがとりえの高校は、特に

進学校でもなく、ゆつたりと時間が流れていた。

クラブ活動に明け暮れ、友達とのおしゃべりは夜

の長電話にまで延々と続いたが、それでも本を読

む暇はあつた。うつとおしい現実から本の世界へ

逃ιず出すのは、小学生の頃から得意だつた。中学

時代は 1時間早く家を出て、誰もいない教室で新

潮文庫のモンゴメリの作品を順番に繰り返し繰り

返し読んでいた。一日を元気にやつてのけるため

の儀式みたいに。

さすがに高校ではそれはしなかつたが、ひたす

ら乱読を重ねた。高校の図書室の蔵書は古い参考

書が主であまり魅力的ではなかつたので、たまに

少しだけある文庫や新書をめくつてみるくらい

で、本はもつぱら市立図書館から借りていた。両

親のカー ドも使うと、一度に15冊は借りられた

し、書架のあいだを散歩しながら、手当たりしだ

いにひつぱり出してページをめくつてみるには丁

度よい広さ (狭さ)の図書館だつたのだ。何の予

備知識もない読み飛ばしのなかから、自分の好み

の傾向がおぼろιずにわかつてくる。カポーティや

ブラッドベリ、サリンジャーなんかを発見してい

た。品文社の<文学のおくりもの>シ リーズは、

未読のをみつけるとその日は幸せだつた。

それでも読むものが足りなくて、妹の本を勝手

に読んだ。その頃妹は同じ市立図書館でもつぱら

児童室の常連だつた。読みやすいのでおやつ代わ

りにとぱらばら読み出した児童文学に、気がつく

とすつかりはまつていた。ナルニア国ものがたり

の続きを妹が借りてくるのが待てなくて、自ら児

童室に顔を出すようになつていた。

そんなある日、高校の図書室で 1冊の新書本を

みつけた。石井桃子著『子どもの図書館』 (岩波

書店)である。石井さんが自宅でかつら文庫を始

められ、その活動の様子が克明に記されている。

いきいきとした子どもの様子、やりがいのある楽

しそうな活動。これだ | と思つた。将来の方向

などなにも考えていなかつた高校生に、子どもと

本を結フ罫仕事つていいなあ、やつてみたいなあと

思わせるほどにインパクトのある本だつた。けれ

ども本当にそんな夢みたいなことができるものか

と思つていたのだ。

返却日に本を受け取つてくれたのは図書委員の

日本史担当の先生だつた。「おまえこんな本読ん

どるのか。実はうちのかみさんが家で文庫をやつ

とるんだが J。 全く具体性がなかつたプランが

いきなり現実になつた。そんな仕事が身近にもあ

るんだ | それならきつとやつてみよう |

それから実際にその先生と交流があつたわけで

はない。あの一言だけだつた。あのとき先生が特

に親しくもない生徒にさりげなくかけてくれた一

言。それが活字の世界を天然色の現実にした。そ

うして今に続く何かが始まつたように思う。

(31原直美 :京都造形芸術大学 .京都芸術短期

大学児童図書館)
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パソコンを使った貸出始まる私のコンピュータ導入硝認0

1993鋼月からいよいよコミックの貸出開始。その

当時10∞冊程度だつたコミックのデータは簡易入力

(分類、図書記号、登録番号、書名、著者名、出版

社、書名ヨミだけ入力)が済んでいたので、3月中に

貸出ソフト『かすぞう君]に落としていました。

さて、問題の貸出業務。最初は失敗の連続でした。借

りにくる生徒のほとんど力ヽDカードを持つて来ない

ので、その生徒のID番号を探すのに一苦労。何日かし

てクラス順の一覧表を打ち出せばいいんだと気づく

までは、「ちよつと待つてね」と言つてパソコンで検索

するありさまでした。その上、貸出をしようと思うと

くだらないミスをします。IDカードがあつて本を借り

るときには、Dカードをビッ|とバーコードリーダー

でなぞつて、その次に本をなぞればいいのですが、ID

カードが無い場合は、利用者番号にアスタリスク(美 )

を入力しないと、パソコンが読み込んでくれません。

バーコードには番号の最後にチェックデジットとい

う数字が入つているのですが、美が数字のかわりをす

るのです。利用者番号を入れてりターンキーを押して

も利用者データが出ない時は「何でこうなるんだろ

う」と悩んでしまつて、しばらくして美を忘れてた|な

んていうこともありました。

本の紹介を始めました

前号で紹介した「らいノ〕らりい いんふおめ一
しよんJは、1993年度ももちろん発行しました。

そして、この年から「今週の司書が選んだ この
一冊」という本の紹介コーナーを作ることにしま

した。毎週々々本を紹介するというのはしんどい

ことでしたが、紹介した本は必ず借り手がつい

て、ついでに予約もかかります。本を読まなく

なつたと言われる高校生も「本の中身がわかれば

借りるんだ」という手ごたえが出てきました。

93年度は授業関係のものを中心に、ブックリス

トをたくさん発行した年でもありました。こんな

ときに「LIBROS」 に完全にデータが入つていたら

もつと楽なのにと思います。「LIBROSJは大量の

書き込みが大得意なソフトなので、データを入力

するときにその本の内容を打ち込んでおくことも

できます。テーマにあつた本を検索し、必要な項
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木下通子

目をワープロソフ トに落としてプリン トアウ ト

し、解題つきのブックリス トにするというのも、

入力さえきちんとしていれば楽々できるのです。

ところがみなさんもご存知のように、遡及分の

データはまだ完全に入力できていません。データ

が入つているものについては、分類などから検索

してワープロに落とせるのですが、入つていない

ものは、日録カードを見ていくか、書架を歩いて

使えそうな本を見つけるかしてワープロに打ち込

むしかありません。

それまではブックリストと言つても、分類や書

名や出版社だけが羅列されている一覧表形式のも

のしか作つていなかつたのですが、「いんふお

め―しよん」での紹介の効果を信じて、この年か

ら紹介する本の解題を入れることにしました。

作つたリストは二年生修学旅行レポー トのため

の「原爆Jについて、社会科の授業のための「工

イズ」について、英語の授業のための「インディ

アンJについてなどです。その中で前々回の号で

ご紹介したCD―ROMが大活躍したのが「原爆」に

ついてのブックリストでした。

修学旅行レポー ト

ここで話がいつたん1992年 に遡ります…。

岩槻商業高校は学校全体で平和教育に力を入れ

ている学校なので、二年生の修学旅行には必ず広

島が入ります。その年によつて形はさまざまです

が、事前学習で戦争について学んでから広島を訪

ねるのです。図書館と工学年との事前学習に関す

る協力は、私が勤める以前からあつたのですが、

本格的に連携し始めたのは、パソコンが導入され

た1992年からでした。

それまでは事前学習に関する資料提供といつて

も、うちの図書館にある本だけをレポー トのテー

マごとにビックアップし、テーマごとの目録を作

る、という形のサービスしかしていませんでし

た。つまり、生徒はその主題目録を引いて書架に

あたり本を探す、というやり方です。ところが、

二年生は、300人近くいるので本校のものだけだ

とどうしても資料が足りません。早く来た人には
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資料を提供できるのですが、あとの子には「ごめ

んね、公共図書館を利用して」とあやまることに

なり、遅く来た生徒は “レポー トなんてやりたく

ないなあ"と思つている子がどうしても多いの

で、公共図書館に自分から出向くわけもなく、期

限内にレポー トができなくて一。という悪循環を

繰り返していました。

本を借りまくる

前年に学校図書館問題研究会(注)の全国大会で、

「教科との連携」について学んだこともきつかけ

となり、 “とにかく必要とされている資料を集め
なくちゃ"と 、この年は他校の図書館や公共図書

館からテーマに合わせた本を借りられるだけ借り

ることにしました。

学校図書館には特定の本を指定せず、テーマを

お知らせして関連する本を集めてもらつたのです

が、市立、県立を含めた7館から本を借りて、うち

の学校の蔵書も含めて集まつた冊数が1056冊。集

まつた本の量に、まず驚きました。テーマによつて

多少のばらつきはありますが、単純計算しても一

人 3冊の本を提供することができます。

それまでも他館から本を借りることはあつたの

ですが、こんなに大量の冊数を借りるのは初めて

でした。本を借りて回るのも大変です。一人では

とうてい無理なので、学年の先生、分掌の先生と

協力し、コースをわけて本を借りました。

本が届くと、どのジャンルにどんな本が入つた

か「日BROSJにデータを入力していきました。通

常、分類番号を入力するところにレポー トのテー

マ番号を入れ、書名、著者名、出版社、お借りし

た館名と複本の場合はそれがわかるように記号を

つけて 1冊 1冊入力しました。

この時期はちようど夏休み前の球技大会中で、

生徒は午前中、校舎内立入禁止。集中して入力す

ることができます。本が集まつてから貸出を始め

るまで日数がなく、死にもの狂いで入力しまし

た。入力は朝8時ヒ頁から始め、夜7時頃まで、途中

ほとんど休まずに打ち続けて、まる三日かかりま

した。そして、学年のレポー ト担当の先生に協力

してもらつて、入力できたものから貸出券を作

り、本にはさんでいきました。

全部入力してから、テーマごとにプリントアウ

卜しました。それに表紙をつけてブックリストの

出来上がり。項目別の一覧の外に図書館別のリス

トもつけたので30頁ちょっとと厚めになつてし

まつたのですが、図書館で使う分を4冊、クラス

に 1冊ずつ、本をお借りした館に 1冊ずつ、とプ

ラスアルファで、全部で15冊ほど作りました。

この年の図書館からのサービスは生徒からも、

先生からもなかなか好評でした。複本がある程度

そろつたこともあつて、遅く来てもお目当ての本

が残つていることが多く、レポー トの提出率も少

し上がつたようでした。本はコーナーを作り別置

して対応したので、レポー ト学習のために夏休み

の図書館開館日に学校に来る生徒も出てきまし

た。私も「このテーマの本でどの本がわかりやす

い ?」 という質問を受けたりしました。

この年にレポートで貸出した本の冊数は208冊。初

めてのことでこちらの貸出方法も悪く、無断持ち出

し等で10冊近くを紛失しました。買えるものは買つ

て、だめなものは図書券や金額が同じでご希望の本

を、学年費から出してもらつてお返ししました。

CD‐ ROM大活躍

さて、「日BROS」 にデータが入力されていて他

館で持つている本がわかつているから、今年は本

を探してもらいやすい、昨年よりはうまくやる

ぞ | と思つた1993年度。 “修学旅行レポートの
テーマが決まつたら、早めに内容を教えて下さい

ね"と学年の学習担当の先生に、 5月頃からお願

いしていたのですが、今年の取り組みというのを

依頼されたのがなんと 7月 に入つてから。それ

も、今年はレポートをやめて「原爆」を題材にし

た本を読んでその感想を書くという読書感想文に

内容が変わつていたのでした。

レポートだつたらこうしようとアイデアをねつ

ていた私としては、まず感想文という内容にびつ

くり。「原爆」という漠然としたテーマの中から

どうやつて生徒が本を選′
「
のだろうと心配になり

ました。テーマを決めた先生もお目当てのこれ |

という本があるわけではないようで、何冊かの本

をテキストとして生徒に提示し、その中から選′ゞ

ような形にしようと考えているようでした。

「原爆」をテーマにした本はたくさん出版され

ていますが、うちの図書館にある本はその中のほ

3
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んの一部。そこで、まずCD―B00Kで「原爆」と引

いてみることにしました。CD―B00Kに は本の内容

が書いてあるので、それをプリントアウトしてそ

こから選ぼうと考えたのです。1986～ 1992年のも

のを検索したら283件ありました。ちよつと多い

かなとも思つたのですが、情報はたくさんあつた

方がいいからと、すべてのデータをプリントアウ

トし、担当の先生といつしょにその中から60冊ほ

どを選びました。

それからは本探し。まずうちの学校に何冊ある

か確認。無いものを―覧表にして、取引のある何

軒かの書店に、在庫のチェックをしてもらいまし

た。それと同時に選んだ60冊を近隣の図書館ヘ

フアックスして所蔵の検索を依頼。けつきよく最

後に1冊でも手に入ることがわかった本が53冊。

そのうちの50冊を課題図書としました。

いよいよブックリストの作成です。ここでいち

ばん最初の話に戻るわけですが、本を少しでも選

んでもらいやすくするために、解題つきのブック

リストを作ることにしました。

作業は、50冊の本を内容によつて、「小説

エッセイJ「被爆体験記」「ドキユメンタリー .

ルポルタージュJ「原子力発電に関すること」
と、4つのジャンルに分けることから始めました。

私も全部の本を読んでいるわけではないので、解

題を書くツールとしてCD― BOOKや ブックガイドと

して発行されている『1800冊の戦争』 (かもがわ

出版)『原爆を読む』 (講談社)等も参考にしま

した。

この時も時F。5との闘いでした。夏休み貸出を始

めるまでになんとかリストを完成させなければな

りません。リミットまであと二日。ブツクガイド

のようなものをめざしていたので、解題を入力す

るだけでなく、カットやレイアウトのことも考え

なければなりません。編集は一人で、印刷、製本

は先生方や生徒にも協力してもらつて、どうにか

間に合うことができました。このことをきつかけ

に、この年の学習担当の先生も図書館とCD―BOOK

の便利さをわかつてくれたようで、それから図書

館を利用してくれるようになりました。

こうして1993年も暮れていく

さて、今回は修学旅行レポー トの話に終始して

4

しまいましたが、もちろんこの仕事ばつかりやつ

ていたわけではありません。本は年間1300冊ほど

受け入れているのですが、この年には新着図書を

パソコンに入力することは全く苦にならなくなり

ました。「いんふおめ―しよん」を出さなくては

という気持ちが強かつたので、新刊の受け入れも

スピーデイーにできるようになり、未整理の本が

減つてきました。が、遡及入力は全く進まないの

です。貸出が伸びるのにともなつて、先生や生徒

からのレフアレンスやリクエストが増えました。

貸出、レフアレンス、リクエスト処理、新刊の受

け入れ、読書案内、「いんふおめ一しよん」の発

行と、日常業務をこなすだけで毎日めいつぱい。

お昼ご飯を落ちついて食べる時間もありません。

新刊をチエックしに書店にも行き、「今週の司書

が選んだ この一冊」で紹介する本も読むという
サイクルを繰り返していると、とつても遡及入力

にさく時間を作れないのです。そこで、日常業務

で入力していくことをきつぱりあきらめ、遡及入

力は長期休暇中にすることにしました。

遡及入力の問題をのぞけば、1993年度はとても

充実した年でした。貸出も生徒一人あたり11冊、

職員一人あたり18冊とぐんと伸び、忙しいながら

も “利用されている"と いう充実した気持ちを、

持てるようになりました。

1993年度の終わりには、貸出のパソコンも順調

に操作できるようになつていました。コミックの

月間貸出統計をパソコンで計算させたり、ベスト

リーデイングを出してみたり…。

年度末の図書部会で、遡及のデータ入力は途中

でも、新規の図書分のデータは入力できているの

だから、それだけでもパソコンで貸出してみた

ら? という意見が出ました。そして、1994年の
4月から一部の本とコミックをパソコンで貸出すこ

とになりました。入力が全部終るまで貸出しない

と決めていたのに一。一部の本というのが混乱を

招くのではないか・。私にとつてはまたまた不安

を抱えた春休みでした。

(きのした みちこ1埼玉県立岩槻商業高校図書館)

(注 )学校図書館問題研究会/学校図書館について、お

互いの実践や活動を学びあうことを目的に、1985年に結

成された学校図書館に関する個人加盟の研究団体
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青春時代のナイティングール

フローレンス .ナイテイングールが、1910年に

没してからこのかた、世界中で、またわが国で

も、おびただしい数の伝記が出版されました。そ

のいちばん元になつているのが、没後 3年目に同

時代人でジャーナリストであつたサー .エ ドワー

ド クックが書いた 2巻本の The LfFe οf FIοrence
N藝″ngareで す。本書は世界で読まれた正伝で、
歴史書等へも引用された文献的価値の高いもので

す。フローレンス ・ナイティングー

ル研究の第一人者モニカ .ベイリー

は近著で「クックの 2巻の伝記は不

朽の名作であり、…ほかのほとんど

の伝記は影が薄くなつている」と

言つています。わが国でも看護の世

界では名の知れたものでしたが、な

ぜかこれまで翻訳は出ていませんで

した。

このたびこれを『ナイテイングー

ル その生涯と思想』全 3巻 (中
村 .友枝訳 定価各3300円  時空出 饉η茸ず尚勁令撻℃孟計」

「版 )と し て 、 つ い に 念 願 の 翻 訳 出 版  エドワード・クック著/軒寸妙子・友枝久美子

藤田美砂子

の最盛期に活躍しました。上流家庭に生まれ、リ

ベラルな環境で父親手ずからの大学の水準を上回

る教育を受けて育ちます。若き日に当代の知識人

らの間に入つても、聡明さで注目を集めるように

なるフローレンスに、社交界の華から幸せな結婚

へと母親は期待をかけます。しかし彼女は家事に

明け暮れる家庭生活、社交生活のむなしい日常の

義務からのがれ、自分を賭け人々の役に立つ仕事

につきたいと切望しますが、方途も

わからず、また親の希望に沿えぬこ

とに悩みます。

目指すところが看護への道だとわ

かつたとき、ついに家族と真つこう

から対立します。当時の看護婦は貧

困層の身を持ち崩した女性の仕事で

あつたため、彼女の理想は理解され

ず、訓練を受けようとした計画も母

親につぶされます。落ち込み、気力

をなくしながらも、かろうじて調

査、研鑽を積み、とうとう「困難は

克服し、必要なものは自分の手で獲

ち取らねば」と決断し反対を押してに漕ぎつけることができました。

編集にあたつて、なによりも驚かされたのは、

どこか古臭い人物で道徳観念に固まつた聖人だろ

うと思つていた先入観が、根底からくつがえされ

たことでしょうか。

わが身を顧みず、傷病兵に手厚い看護をして多

くの命を救つた背景には、強い信仰とそれに基づ

く弱い立場の人々に対する博愛の心や献身があつ

たのはPB5違いありません。そして従来のナイティ

ングール像とはそのようなもので、われわれとは

ちよつと掛け離れた偉人として受け止められてい

ました。

しかしながら、ナイティングールをクリミア戦

争に駆り立て、その後の数多くの偉業を為さしめ

た主たる動機といえば、自己実現への希求であつ

たといえます。そのため彼女の青春時代は自身の

恵まれた境遇への反逆、家族との闘いのときで苦

悶の日々でした。

フローレンス .ナイティングールは、大英帝国

訳/A5上製 /平均44∝ν各3,300Ⅳ時空出

版

看護の道へと踏み出しました。その翌年にクリミ

ア戦争に派遣されるのですが、それは人々がもて

はやしたような犠牲ではなく、長らく形をもちえ

なかつた願望の具現化のときでした。親と葛藤

し、手探りで一歩ずつ道を切り開いていつた青春

期の自立への過程は、クリミアヘ向けての、また

類まれな生涯への準備期間だつたといえます。

以後の看護制度の倉」設も、今では輝かしい他の

数々の業績も、常に硬直した宮僚制や時代の偏見

と闘つてなしとしずられたものです。「ある時代の

逆説が次の時代に常識となる」とクックは言つて

いますが、優しさは強さであり、自身に誠実に生

きることだと身をもつて示したフローレンスの心

の軌跡を、多くの引用によつてなまの声で伝え、

われわれに共感と勇気をもたらします。

不確定な現代を生きる高校生に、インパクトを

与え目を見開かせる書だと思います。

(ふした みさこ :時空出版)

:ガカカ レ
:その生涯と憲想]
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★詢ビックトークテ~マはピアス導千眸

高校の司書さんが、オリエンテーションなどで

ブツクトークをしたという話をちよくちよく聞く

ようになりました。本や資料などを組合わせて

メッセージを伝えるブックトークは、司書の醍醐

味を味わえる仕事でしよう。どんな準備を重ねて

組み立てていくのか興味深いところです。私たち

もその道筋を誌面で辿つてみました。

とはいえ、高校の図書館で働いているわけでは

ないので、テーマ選びが一番難しいPo5題でした。

たまたま、昨年日本で開かれた「世界こども音楽

祭」で優勝したモンゴルの 13才の少女が、彼女の

耳に光るピアスをみて、日本の学校では禁止され

ているという記者に一「信じられない、何でな

の。遅れてる」と∨サインをして大笑いした。一

という京都新聞(8/24)を 読んで、高校三年生の娘

が今ピアスをしたいとうるさく言う話や自分でピ

アスの穴を開けた高校生の話などを思い出しまし

た。ピアスは誰もが関心を持つているわけではな

いし、生活指導を目的にしていると思われるのは

困るけれど、金属アレルギーについての T∨ の特

集番組が組まれているし、ピアスのことを知つて

面白いと感じる人が案外多いかもしれない、こん

なふうに考えてピアスをテーマに選びました。

まず公共図書館ヘ

私が住んでいるまちには、市立図書館が 3館に

県立図書館もありますが、私の家からは、一番近

い館でも車で20分近くかかります。それで資料を

探すときはいつも、まず市立図書館に電話をかけ

ます。それも手のかかりそうな調べものをしたい

ときは分館のCさんにお願いしているので、今回

も、ピアスに関係のありそうな本はなんでも、し

かも 2週間以内でとお願いしました。

それから私も中央館に行つて、司書さんにコン

ピュータで検索をお願いするとアクセサリーの作

り方と宝石関係の本が 2.3冊出てきました。書
庫から出してもらつた『金属アクセサリーの制

作Jは、専門書という感じの本でした。

司書さんは、はかばかしい資料が見つからない

のを残念がつてくれて、ビアスは、新間に載つて
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る場合が多いのではないか、新聞記事はパソコン

通信だとすぐ検索できること、日IASKと いう朝日

新間のCD―ROMがあることを教えてくれました。

とは言つても、よその館からHIASKを借りてもCD―

ROMは私のまちの図書館では使えないこと、県立

図書館でもご同様とのこと。隣の市の中央館に

HIASKがあることもわかりました。

Cさ んから「あまりなかつたけど」という電話

があつて、分館へ。『宝飾大全』『ジュエリー

ブックス』『アンケートデータブック 91』 『血の

ビアス』『さて、コーヒーにしませんか ?』 の 5

冊。ピアスについて記述のある頁に紙がはさんで

あります。

『アンケートデータブック 91』 には、1989年の

調査が載つていてそれによると、ピアス用の穴を

開けているOLや女子大生は19,3%。 そのうち40
%の人が18才で開けているので、ピアスは高校生

と接点のあるテーマになりそうです。ただ 5年ほ

ど前の調査なので、最近の調査ではどうなつてい

るのか『アンケートデータブック』の最新版をC

さんに電話をしてリクエストしましたが、市立図

書館では持つていませんでした。けれども折り返

し電話があつて、県立図書館にはあつて、今日は

カウンターに出してあるとのことで、県立図書館

に出向きました。

『アンケー トデータブック』最新版にはピアス

の調査はありませんでした。各年版を読み比べる

と、アンケート調査は、設問の内容がその年の社

会状況を映していることも見えてきました。1989

年にピアスの調査が行なわれたという点に意味が

あるようです。

ピアスをテーマにと決めてから 1週間が過ぎま

した。ここまでに手に入つた資料では、誌上ブッ

クトークなど、とてもとても。一。 (LAS探検隊)

☆

「金属アクセサリーの制作J(理工学社)「宝飾大全』
(読売新聞社)「ジュエリーブックスJ(ナ ツメ社)
「アンケートデータプック'91J(日本能率協会)「血の
ビアスJ(サンケイ出版)「さて、コーヒーにしません
か?J(大和書房)
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本を選′〕高校図書館版 18号

んの一部。そこで、まずCD―B00Kで 「原爆」と引

いてみることにしました。CD―B00Kに は本の内容

が書いてあるので、それをプリントアウトしてそ

こから選ぼうと考えたのです。1986～ 1992年のも

のを検索したら283件ありました。ちよつと多い

かなとも思つたのですが、情報はたくさんあつた

方がいいからと、すべてのデータをプリントアウ

トし、担当の先生といつしよにその中から60冊ほ

どを選びました。

それからは本探し。まずうちの学校に何冊ある

か確認。無いものを一覧表にして、取引のある何

軒かの書店に、在庫のチェックをしてもらいまし

た。それと同時に選んだ60冊を近隣の図書館ヘ

フアックスして所蔵の検索を依頼。けつきよく最

後に1冊でも手に入ることがわかつた本が53冊。

そのうちの50冊を課題図書としました。

いよいよブックリストの作成です。ここでいち

ばん最初の話に戻るわけですが、本を少しでも選

んでもらいやすくするために、解題つきのブック

リストを作ることにしました。

作業は、50冊の本を内容によつて、「小説

エツセイJ「被爆体験記」「ドキユメンタリー・

ルボルタージュ」「原子力発電に関することJ

と、4つのジャンルに分けることから始めました。

私も全部の本を読んでいるわけではないので、解

題を書くツールとして CD― BOOKやブックガイドと

して発行されている『1800冊の戦争』 (かもがわ

出版)『原爆を読む』 (請談社)等も参考にしま

した。

この時も時間との闘いでした。夏休み貸出を始

めるまでになんとかリストを完成させなければな

りません。リミットまであと二日。ブックガイド

のようなものをめざしていたので、解題を入力す

るだけでなく、カットやレイアウトのことも考え

なければなりません。編集は一人で、印刷、製本

は先生方や生徒にも協力してもらつて、どうにか

間に合うことができました。このことをきつかけ

に、この年の学習担当の先生も図書館とCD―B00K

の便利さをわかつてくれたようで、それから図書

館を利用してくれるようになりました。

こうして1993年 も暮れていく

さて、今回は修学旅行レポー トの話に終始して
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しまいましたが、もちろんこの仕事ばつかりやつ

ていたわけではありません。本は年間1300冊ほど

受け入れているのですが、この年には新着図書を

パソコンに入力することは全く苦にならなくなり

ました。「いんふおめ―しよん」を出さなくては

という気持ちが強かつたので、新刊の受け入れも

スピーディーにできるようになり、未整理の本が

減つてきました。が、遡及入力は全く進まないの

です。貸出が伸びるのにともなつて、先生や生徒

からのレファレンスやリクエス トが増えました。

貸出、レファレンス、リクエス ト処理、新刊の受

け入れ、読書案内、「いんふおめ―しよん」の発

行と、日常業務をこなすだけで毎日めいつぱい。

お昼ご飯を落ちついて食べる時PB5もありません。

新刊をチエックしに書店にも行き、「今週の司書

が選んだ この一冊」で紹介する本も読むという
サイクルを繰り返していると、とつても遡及入力

にさく時間を作れないのです。そこで、日常業務

で入力していくことをきつぱりあきらめ、遡及入

力は長期休暇中にすることにしました。

遡及入力の問題をのぞけば、1993年度はとても

充実した年でした。貸出も生徒―人あたり11冊、

職員一人あたり18冊とぐんと伸び、忙しいながら

も “利用されている
用
という充実した気持ちを、

持てるようになりました。

1993年度の終わりには、貸出のパソコンも順調

に操作できるようになつていました。コミックの

月間貸出統計をパソコンで計算させたり、ベス ト

リーデイングを出してみたり…。

年度末の図書部会で、遡及のデータ入力は途中

でも、新規の図書分のデータは入力できているの

だから、それだけでもパソコンで貸出してみた

ら ? という意見が出ました。そして、1994年の
4月 から―部の本とコミックをパソコンで貸出すこ

とになりました。入力が全部終るまで貸出しない

と決めていたのに…。一部の本というのが混乱を

招くのではないか…。私にとつてはまたまた不安

を抱えた春休みでした。

(きのした みちこ 1埼玉県立岩槻商業高校図書館)

(注 )学校図書館問題研究会/学校図書館について、お

互いの実践や活動を学びあうことを目的に、1985年に結

成された学校図書館に関する個人加盟の研究団体
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今世紀最大の

抽象彫刻家の全貌

プランクーシ作品集
定価20,600円 (本体20,000円 )●内容見本同送

リブロポート
〒171東 京都豊島区南池袋2-232(電)0339836191

限りなく広がる知識の世界
創業104年一辞典500点突破/

縄文時代研究事典
縄文文化の全貌を最新の

資料をもとに整理集成/
戸沢充則編 近年の相次ぐ大発
見 と研究成果により、縄文時代

が注目を浴びている今日、本書

は最新の資料を体系的に整理 し、

縄文研究に必須の2180項 目を収

録 した。 B5判  定価i5000円

東京堂出版 訓認♂蝙 壁

世界38カ国で,,¨ ベストセラーシリツ

145]カウボーイ
著/デヴィッド・H・マードック 日本語版監修/高荷義之

世界中のカウボーイの生活にふれることができる楽

しい博物図鑑。カウボーイのシンボルである馬、牛、

銃、投げ縄などの迫力のある写真の数々から、牧場

生活の様子が色鮮やかに蘇るユニークな 1冊 /
●A4変型・64頁。オールカラー 定価2,800円 (税込 )

Ⅲll既FJ48巻 好評発売中 Ⅲ‖

同朋舎出版IW″F欝踏 懲躙織
画期的な低価格、かつ内容充実の美術全集 ′

L2120種開      [監修]
●A4変型判(303× 2241nm)。 128頁 (作品解説・  千足伸行
作家解説・資料・カラー図版平均50点)  島田紀夫
◎定価各1.680円 (税込)。 ソフトカバー    森田義之
>美術出版の名門ファイドン社 (英国)と の国際共同出版
>低価格ながら専門家も絶賛の美しい図版と解説。
レ他の画集では紹介されたことのない個人所蔵の作品も収録

第 I期30巻

【好評既刊】ロラフアエル前派ロモネ■オランダ絵画
ロピカソロピサロ●モディリアーニ

【7月配本】ロセザンヌ●カンスタブル●ゴーガンロエルン
スト●ターナーロイタリア・ルネサンス絵画
【続刊】ロゴッホロマティス●マグリット●ホルバイン■ム
ンクロレンプラントロプリユーゲル●クレー/他

西村書店 訛 露薪幌臨場ユ瑶2

11月創刊号 ◎定価700円 (税込)/B5判 /好評発売中ノ

サッカー選手
=そ
lズ [

あらゆる層の指導:者たちへ
′キ:出た/サッカー新時代に

働 い:サ勁―技術雑誌

電耐製熟二等哺鰤5ツ影ガジン社T101棘諄代駆戴岬糊胤瑞

ビユプル博物館

アート・ライブラリー
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